
東
南
ア
ジ
ア
に
出
張
す
る
際
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
行
く
」
と

言
う
と
、「
気
を
つ
け
て
」
と
言
わ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
戦
前
に
は
二
万

人
を
超
え
る
日
本
人
街
を
有
し
、
民

間
ベ
ー
ス
で
も
日
本
と
は
つ
な
が
り

の
深
い
フ
ィ
リ
ピ
ン
だ
が
、
残
念
な

が
ら
、
現
在
は
「
治
安
の
悪
い
と
こ

ろ
」
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
し
ま

っ
た
よ
う
だ
。

　

し
か
し
、
そ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
が
最

近
、
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
世
界
屈

指
の
英
語
使
用
人
口
に
加
え
、
若
い

人
材
が
育
っ
て
い
る
こ
と
。
大
学
進

学
率
は
約
三
〇
％
で
、
中
国
・
イ
ン

ド
を
上
回
る
勢
い
だ
。
な
か
で
も
、

高
等
教
育
を
受
け
た
理
工
系
は
年
間

約
三
〇
万
人
が
輩
出
さ
れ
、
技
術
者

の
層
も
厚
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
さ

ら
に
、急
成
長
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ（
東

南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
の
他
の
国
に

比
べ
て
人
件
費
が
安
定
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
相
ま
っ
て
、
コ
マ
ツ
、
キ

ヤ
ノ
ン
、
ブ
ラ
ザ
ー
工
業
、
村
田
製

作
所
な
ど
、
こ
こ
数
年
で
立
て
続
け

に
大
規
模
投
資
を
発
表
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
核
メ

ン
バ
ー
で
あ
り
な
が
ら
、
経
済
発
展

の
波
に
乗
り
遅
れ
て
き
た
感
が
あ
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
に
、
は
た
し
て
日
系
企

業
の
進
出
ブ
ー
ム
は
起
こ
る
の
か
。

　

前
編
で
は
、
国
の
成
り
立
ち
や
経

済
環
境
を
俯ふ

瞰か
ん

し
、
中
小
企
業
に
と

っ
て
の
魅
力
を
探
っ
て
み
た
い
。

人
口
の
四
分
の
一
は

メ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
に
集
中

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
を
理
解
す
る
た
め

に
、
ま
ず
近
現
代
の
歴
史
的
な
背
景

か
ら
簡
単
に
お
さ
え
て
お
こ
う
。

　

正
式
名
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
。

大
小
合
わ
せ
て
七
一
〇
七
の
島
々
か

ら
構
成
さ
れ
る
多
島
海
国
家
で
、
ル

ソ
ン
島
・
ヴ
ィ
サ
ヤ
諸
島
・
ミ
ン
ダ

ナ
オ
島
の
三
つ
に
大
き
く
区
分
さ
れ

る
。
一
八
九
九
年
に
ス
ペ
イ
ン
の
植

民
地
か
ら
独
立
す
る
か
た
ち
で
建

国
。
一
九
〇
一
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の

植
民
地
と
な
る
が
、
そ
の
後
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
の
四
三
年
に
日
本
が

占
領
し
た
の
ち
独
立
さ
せ
た
（
第
二

共
和
国
）。
戦
後
は
一
時
ア
メ
リ
カ

領
に
戻
り
、四
六
年
に
再
び
独
立（
第

三
共
和
国
）。
以
降
、
日
本
と
と
も

に
反
共
の
拠
点
と
し
て
ア
メ
リ
カ
の

支
援
を
も
と
に
大
き
く
成
長
し
、
六

〇
年
代
に
入
り
、
東
南
ア
ジ
ア
で
最

も
豊
か
な
国
と
な
る
。

　

し
か
し
、
六
五
年
に
成
立
し
た
マ

ル
コ
ス
政
権
の
政
治
腐
敗
、
独
裁
化

な
ど
に
よ
り
、
経
済
は
大
き
く
後
退

し
た
。
八
六
年
の
エ
ド
ゥ
サ
革
命
で

マ
ル
コ
ス
政
権
が
崩
壊
す
る
と
、
ア

キ
ノ
大
統
領
の
も
と
新
体
制
（
第
四

共
和
国
）
が
生
ま
れ
る
が
、
以
後
も

経
済
の
停
滞
は
続
く
こ
と
と
な
る
。

　

こ
う
し
た
建
国
時
か
ら
の
日
米
と

の
親
密
な
関
係
か
ら
、
現
在
、
公
用

語
は
英
語
、
貿
易
も
こ
の
二
か
国
が

最
大
取
引
国
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
で

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
二
番
目
に
多

い
ア
ジ
ア
系
住
民
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
最
大
の
都
市

は
、
首
都
マ
ニ
ラ
市
を
中
心
と
し
た

通
称
メ
ト
ロ
・
マ
ニ
ラ
（M

etro 英語表記が多いフィリピンの街並み
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カントリーリスクを最小化する！
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日本にもっとも近いASEAN
の国＝フィリピン共和国。懸案
だった経済環境は好転しつつ
あり、インドネシアに続いて、
投資適格への格上げも見込ま
れる。日系企業の新たな進出先
として注目を集め始めたフィ
リピンの魅力とは…。
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M
anila

）だ
。「
マ
ニ
ラ
首
都
圏
」「
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
・
マ
ニ
ラ
」「
Ｎ
Ｃ

Ｒ
（N

ational Capital Region

＝

首
都
圏
）」
な
ど
様
々
な
呼
び
名
が

あ
る
こ
の
エ
リ
ア
は
、
旧
首
都
の
ケ

ソ
ン
を
含
む
一
六
市
と
一
町
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
る
。
面
積
は
東
京
二

三
区
よ
り
や
や
大
き
い
六
三
八
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約
一
五
〇

〇
万
人
。
さ
ら
に
近
郊
都
市
ま
で
含

め
れ
ば
、約
二
二
〇
〇
万
人
と
な
り
、

こ
れ
は
上
海
を
上
回
る
都
市
人
口
で

世
界
第
五
位
の
規
模
だ
。

　

全
人
口
の
約
四
分
の
一
が
住
む
巨

大
都
市
に
は
経
済
も
集
中
す
る
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
一
人
当
た
り
名
目
Ｇ
Ｄ

Ｐ
は
二
三
四
四
Ｕ
Ｓ
ド
ル
だ
が
、
あ

る
調
査
に
よ
れ
ば
、
メ
ト
ロ
・
マ
ニ

ラ
で
は
そ
の
六
・
五
倍
に
あ
た
る
約

一
万
五
〇
〇
〇
Ｕ
Ｓ
ド
ル
で
、
名
目

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
見
て
も
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
全

体
の
約
八
〇
％
を
担
っ
て
い
る
。

　

日
本
人
の
長
期
滞
在
者
も
多
く
、

他
の
ア
ジ
ア
大
都
市
の
例
に
も
れ

ず
、
約
一
万
八
〇
〇
〇
人
の
在
留
邦

人
の
う
ち
、
五
五
％
が
メ
ト
ロ
・
マ

ニ
ラ
に
集
中
し
、
と
く
に
高
級
住
宅

地
、
商
業
地
、
オ
フ
ィ
ス
街
で
あ
る

マ
カ
テ
ィ
市
に
は
約
四
〇
〇
〇
人
の

日
本
人
が
居
住
し
て
い
る
。

　

こ
の
マ
カ
テ
ィ
市
は
、
も
と
も
と

金
融
街
と
し
て
発
達
し
て
き
た
が
、

外
資
系
の
銀
行
が
多
く
、
新
し
い
高

層
ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
駐
在
員
の
た

め
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
や
、
高
級
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
広
が
っ
た
。

「
国
内
で
治
安
が
い
い
の
は
マ
カ
テ

ィ
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
料
理

や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
、
日
本
人
向
け
の

店
舗
も
多
く
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
オ
フ

ィ
ス
を
も
つ
日
系
企
業
や
銀
行
、
サ

ポ
ー
ト
企
業
の
拠
点
な
ど
も
ほ
ぼ
、

こ
の
エ
リ
ア
に
集
中
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
カ
テ
ィ
市
の
隣
の
タ
ギ

ッ
グ
市
で
は
現
在
、軍
用
跡
地
に「
グ

ロ
ー
バ
ル
シ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
富

裕
層
向
け
の
大
規
模
開
発
が
進
行
し

て
お
り
、
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
、
シ
ョ

ルソン島

パナイ島

ネグロス島

ミンダナオ島

ヴィサヤ
諸島

パラワン島

レイテ島

マニラ

バナウエ

ボラカイ

セブ

ボホール

ダバオ

エルニド

フィリピン共和国の概要
●国土 約30万平方キロメートル
※東西1100キロ、南北1800キロの海域で大小合わせて
　7107の島から成る

●人口 約9400万人（世界12位）
※マレー系を中心とする多民族国家。もっとも多いと推定されて
　いるタガログ族でも人口の4分の1程度しか占めていない。

●公用語 フィリピン語、英語
●名目GDP 2247.7億USドル（2012年、世界45位） 
   ※2012年（予測）の経済成長率は4.84%。

   １人当たり名目GDP2344ドル
   （世界124位、アジア15位）

●通貨 フィリピン・ペソ（PHP)
 ※1PHP＝2.15JPY（2013年1月13日現在）

●主な産業 農業、サービス業（観光、コールセンターなど）
   製造業（エレクトロニクスなど）
●日系企業 およそ1200社
●在留邦人 約1万7700人
   ※日本人学校＝1校（小・中学生約370名）

●日本からの直接投資 
   77.4億PHP ※前年比32.8％増加

図1■フィリピン共和国のおもな島

太平洋

南シナ海

スールー海

マニラ

マカティ
マンダルヨン

タギッグ

ケソン

巨大都市メトロ・マニラ
拡大図

パサイ
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さいかわ てつじ 1969年生まれ。95年JMAC入社。生産コンサルタントとして、国内外100社を超える企業の生産性向上、
コストダウン、サプライチェーン改革などの支援を手がける。06年より戦略コンサルタントとして、事業再編・再生、中期戦略
構築の支援を行なうほか、アジア化支援センターでは東南アジアを主に担当。11年よりシンガポール支店長兼務。

ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
が
猛
烈
な
勢
い
で

建
設
さ
れ
て
い
る
。
住
宅
エ
リ
ア
、

商
業
エ
リ
ア
、
文
教
エ
リ
ア
、
オ
フ

ィ
ス
エ
リ
ア
な
ど
の
区
画
に
分
け
ら

れ
、
道
路
幅
も
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
〇
一
年

に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
唯
一
の
日
本
人

学
校
も
こ
こ
に
移
転
し
て
き
た
。

　

も
う
一
つ
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
経
済
を

読
み
解
く
う
え
で
外
せ
な
い
の
が
、

Ｏ
Ｆ
Ｗ
の
存
在
だ
。「O

verseas 
Filipino W

orker

」
の
略
で
、
海

外
で
の
出
稼
ぎ
労
働
者
を
指
す
。
そ

の
数
一
五
〇
万
人
以
上
と
言
わ
れ
、

英
語
を
公
用
語
と
し
、
ア
メ
リ
カ
の

支
援
を
受
け
て
き
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
で

は
、
こ
れ
ま
で
英
語
圏
へ
の
出
稼
ぎ

が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

　

現
在
は
、
そ
の
他
の
言
語
圏
に
も

大
き
く
広
が
り
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ

ス
業
、
専
門
職
、
技
術
者
を
中
心
に
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
、
カ
タ

ー
ル
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
、
香
港
、
台
湾
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
が
受
入
国
と
な

っ
て
い
る
。
問
題
は
指
摘
さ
れ
て
い

る
が
、
〇
六
年
に
締
結
さ
れ
た
経
済

協
定
に
よ
っ
て
、
日
本
で
も
看
護
師

や
介
護
士
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と

は
皆
さ
ん
も
ご
存
じ
だ
ろ
う
。

　

政
府
も
推
奨
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
Ｏ
Ｆ
Ｗ
に
よ
る
海
外
か
ら
の
送

金
金
額
は
年
々
増
加
し
、
〇
三
年
に

七
五
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
だ
っ
た
も
の
が
、

一
一
年
に
は
二
〇
一
億
Ｕ
Ｓ
ド
ル
を

超
え
た
。
こ
れ
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
〇
％

に
相
当
し
、
い
ま
や
Ｏ
Ｆ
Ｗ
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
経
済
の
一
翼
を
担
う
、
重
要

な
経
済
統
計
指
標
に
な
っ
て
い
る
。

　

影
響
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
工
場
を
も
つ
日
系
企
業

の
幹
部
た
ち
に
話
を
聞
く
と
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
労
働
者
は
「
英
語
が
で
き

て
素
直
」だ
と
総
じ
て
評
価
が
高
い
。

英
語
が
堪
能
と
言
う
の
は
、
非
常
に

重
要
で
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
欧
米

系
の
企
業
が
Ｉ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
を
相
次

い
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
設
立
し
た
の
も

こ
の
理
由
が
大
き
か
っ
た
。

　

最
近
で
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
世
界
的

な
企
業
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
業
務
の

請
負
も
盛
ん
で
、
世
界
シ
ェ
ア
の
二

割
を
占
め
、
一
〇
年
に
は
イ
ン
ド
を

抜
い
て
世
界
一
位
に
躍
り
出
た
。

　

し
か
し
、
英
語
が
話
せ
る
が
ゆ
え

に
、
海
外
に
人
材
が
流
出
し
て
い
る

の
も
ま
た
事
実
だ
。前
述
の
と
お
り
、

ア
メ
リ
カ
に
は
非
常
に
多
く
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
人
が
暮
ら
し
て
い
る
。
高
学

歴
者
や
富
裕
層
の
場
合
、
カ
ナ
ダ
に

移
住
す
る
人
も
増
え
て
い
る
。

　

Ｏ
Ｆ
Ｗ
が
一
五
〇
万
人
い
る
と
い

う
の
も
、
そ
れ
だ
け
国
内
の
労
働
者

が
減
少
し
て
い
る
わ
け
で
、
雇
う
側

か
ら
は
「
せ
っ
か
く
教
育
し
て
も
、

ス
キ
ル
が
身
に
つ
く
と
、
そ
れ
を
武

器
に
海
外
に
行
っ
て
し
ま
っ
て
定
着

し
な
い
」
と
嘆
き
の
声
も
聞
こ
え
て

く
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
賃
金
動
向
に

つ
い
て
は
後
編
で
詳
し
く
取
り
上
げ

る
が
、
同
じ
ス
キ
ル
で
あ
れ
ば
、
中

東
に
行
く
と
三
〜
五
倍
の
収
入
が
得

ら
れ
る
た
め
、
現
地
採
用
を
考
え
て

い
る
日
系
企
業
は
、
人
材
流
出
の
リ

ス
ク
も
視
野
に
入
れ
て
お
き
た
い
。

　
若
年
層
を
中
心
と
し
た

消
費
市
場
と
し
て
の
魅
力

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
が
企
業
の
進
出
先
と

し
て
注
目
さ
れ
始
め
た
大
き
な
理
由

は
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
だ
け
で
な
く
、

人
口
増
加
に
よ
る
消
費
市
場
と
し
て

の
魅
力
も
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

次
ぐ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
第
二
の
人
口
を
有

上／高層ビルが立ち並ぶマカティ市　  
下／グローバルシティの日本人学校

図2■OFWによる海外からの送金金額
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16,42717,384
18,763 20,117

前年対比（右軸）
送金額（左軸）
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し
、
年
齢
構
造
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
。

中
央
値
は
二
二
歳
と
、
若
年
層
の
人

口
比
率
が
非
常
に
高
い
。
内
需
も
Ｇ

Ｄ
Ｐ
の
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　

そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
か
の
よ
う

に
、他
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
国
と
同
じ
く
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
い
て
い

る
。
な
か
で
も
、
国
内
最
大
チ
ェ
ー

ン
の
華
僑
系
財
閥
ヘ
ン
リ
ー
・
シ
ー

率
い
る
シ
ュ
ー
マ
ー
ト
（
Ｓ
Ｍ
）
は
、

五
〇
店
舗
に
迫
る
勢
い
で
増
え
て
い

る
。
延
べ
床
面
積
三
八
万
六
〇
〇
〇

平
方
メ
ー
ト
ル
、
敷
地
面
積
で
は
世

界
で
も
五
本
の
指
に
入
る
メ
ト
ロ
・

マ
ニ
ラ
の
『SM

 M
all of A

sia

』

に
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
や
Ｍ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
と
い

っ
た
ア
ジ
ア
で
は
お
な
じ
み
の
店
が

並
び
、
平
日
か
ら
賑
わ
っ
て
い
る
。

　

流
行
り
の
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
来
て

い
る
人
も
多
い
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
に
対
し
、
買
い
物
客
で
ご
っ
た
返

し
て
い
る
の
は
、
中
国
製
品
ば
か
り

を
取
り
扱
う
激
安
の
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
ス
ト
ア
『A

CE H
ardw

are

』
だ
。

た
と
え
ば
、
工
事
な
ど
で
使
う
安
全

ヘ
ル
メ
ッ
ト
が
約
二
五
〇
円
、
バ
イ

ク
の
フ
ル
フ
ェ
イ
ス
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
約
四
〇
〇
円
で
売
ら
れ
、「
本
当

に
安
全
か
？
」と
心
配
に
な
る
ほ
ど
、

と
に
か
く
安
い
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ

ー
ル
と
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
ス
ト
ア

│
│
こ
の
二
つ
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
消

費
の
い
ま
を
象
徴
し
て
い
る
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
消
費
を

支
え
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
中

所
得
層
」
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
違
う
見
方
も
あ

る
。
た
し
か
に
、
中
所
得
層
の
割
合

は
増
え
て
い
る
の
だ
が
、
統
計
に
よ

れ
ば
、
平
均
所
得
は
横
ば
い
だ
。
つ

ま
り
、
皆
が
等
し
く
所
得
を
増
や
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
所
得
層
の
割

合
が
変
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
消
費
は
、
高
い
家
計
所

得
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
一
人

当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
よ

り
も
低
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家

計
所
得
が
高
い
の
は
、
Ｏ
Ｆ
Ｗ
の
送

金
が
あ
る
か
ら
だ
。
消
費
を
支
え
て

い
る
の
も
Ｏ
Ｆ
Ｗ
な
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
商
品
や

サ
ー
ビ
ス
を
売
ろ
う
と
す
る
と
き
、

統
計
値
だ
け
を
見
て
「
こ
の
単
価
な

ら
売
れ
る
」
と
考
え
る
の
は
早
計
。

必
ず
、
現
地
調
査
を
踏
ま
え
て
価
格

戦
略
を
立
て
て
ほ
し
い
。

　

こ
こ
ま
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魅
力
を

探
っ
て
き
た
が
、
急
成
長
に
沸
く
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
に
比

べ
れ
ば
、
所
得
も
賃
金
も
以
前
と
あ

ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ

く
。
都
市
圏
に
高
層
ビ
ル
や
コ
ン
ド

ミ
ニ
ア
ム
は
増
え
た
が
、
こ
れ
も
他

国
に
比
べ
れ
ば
ま
だ
少
な
く
、
マ
カ

テ
ィ
市
で
も
中
心
部
を
離
れ
る
と
、

高
層
ビ
ル
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

　

八
〇
年
代
以
降
、
経
済
成
長
が
鈍

化
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
「
ア
ジ
ア
の

病
人
」と
呼
ば
れ
た
時
期
が
あ
っ
た
。

日
本
か
ら
の
投
資
も
活
発
だ
っ
た
と

は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
変
わ

ら
な
い
と
こ
ろ
が
、
む
し
ろ
強
さ
に

な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
タ
イ
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
、
あ

る
い
は
中
国
で
、
進
出
時
に
は
想
定

し
て
い
な
か
っ
た
賃
金
上
昇
や
人
手

不
足
に
見
舞
わ
れ
、
新
天
地
を
探
し

始
め
た
企
業
も
、
若
く
勤
勉
な
人
材

を
比
較
的
低
賃
金
で
確
保
で
き
る
労

働
市
場
に
は
、
期
待
感
と
と
も
に
高

い
将
来
性
を
感
じ
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　

次
回
、
後
編
で
は
、
マ
ニ
ラ
周
辺

お
よ
び
セ
ブ
島
に
お
け
る
日
系
企
業

の
現
状
と
展
望
を
見
て
い
こ
う
。

アジア最大級のショッピング
モール『SM Mall of ASIA』。
平日も買い物客で賑わう

図3■フィリピンの家計所得 （年収、所得階層別割合）

注）所得分布は、世帯数全体に占める各所得層の割合。　
資料：Euromonitor “World Income Distribution 2009/2010”

  1990年 2000年 2008年

平均家計所得（ドル）  2,900 3,770 6,817
 ～1,000ドル 23.7 20.1 6.6
 1,000～2,500ドル 38.5 34.3 19.8
 2,500～5,000ドル 24.2 26.6 29.9
 5,000～10,000ドル 9.8 13.3 27.3
 10,000～35,000ドル 3.2 4.9 14.7
 35,000ドル～ 0.6 0.8 1.7

所
得
分
布（
％
）
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